
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 20

外出機会の提供は
一生懸命行っている
が、馴染みの方との
関係継続が薄くなっ
ている。

情報を基に、ご家族の
協力も得て関係が継続
できるようにに支援す
る。

2 6

新規職員が増えてい
るので、身体拘束、
虐待防止、権利擁護
の勉強会が必要であ
る。

行為に対し、皆で話し
合い、言い合える環境
作りに努める。

3 4

運営推進会議や家族
会でのアルプスの取
り組みの発信力に欠
けている。

地域住民やご家族へ参
加の声掛けを行う。

4 49
入居者の介護度の上
昇により、活動が減
少して来ている。

入居者の希望も取り入
れ、活動量を増やして
いく。

5

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

12ｹ月

運営推進会議や家族会への
参加者を増やし、広報誌等
療して情報提供を行う。

12ｹ月

目　　　　標

入居時に馴染みの方などの
情報を得て支援していく。

グループホーム　アルプス

令和　　2年　　10月　　27日

目標達成に
要する期間

12ケ月

２．　　目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

外出機会や、行事への参
加、レクリエーションの時
間を利用し活動的に過ごす
支援を行う。

12ｹ月

3ｹ月に1回の身体拘束廃止
の勉強会を継続して行い、
研修会への出席を積極的に
進める。


